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経営技術課 

 

世界的な燃油の需要増加等により原油価格が高騰し、県内重油価格は、コロナ影響前

（2019 年平均 77 円／ℓ）に対し、直近（2022 年 11 月 92 円／ℓ）は 19％増（+15 円）とな

っており、施設園芸の暖房費増加が経営を圧迫する状況となってきています。 

寒候期予報（12～２月）によると平均気温が低い確率が 40％と低温が予想されます。 

下記の点に注意し、適切な燃油高騰対策を実施してください。 

 

１ 共通の技術対策 

（１）ハウスの保温性向上技術 

１）外張被覆、内張カーテン等多層構造で保温効果を高める（採光性低下に注意） 

２）気密性の向上 

・ハウスの隙間を埋める補修を行う。 

・ハウスサイドやカーテン裾を隙間無く確実に閉める。 

（２）省エネのための温度管理等技術 

１）多段サーモを活用した変温管理による効率的な加温 

（３）燃焼効率向上のための技術 

１）暖房機の保守点検（燃焼効率低下防止） 

２）温度センサーの点検（適正温度管理） 

３）送風ダクト配置及び循環扇の利用（ハウス内温度の均一性確保） 

 

２ 各品目の技術対策 

（１）いちご 

・暖房機を使用している場合は、最低夜温（８℃）を確保しつつ電照や炭酸ガスを施

用することで生育促進を図る。電照は、光中断や間欠電照の方が日長延長より短時

間で効果が得られやすい。「とちあいか」では生育に応じて適宜電照を使用する。 

・培地加温が可能な場合は、適切な地温（16～18℃）を確保する。 

（２）トマト 

１）本作の対策 

・温風ダクトによる成長点部分の局所加温により、燃油使用量削減が可能となる。 

・変温管理により燃料使用量を削減できるが、低温による生育遅延や果実品質低下を

起こしやすい品種があるので注意する。 

・マルハナバチによる受粉を行う場合は、トマトの花粉の発芽や花粉管の伸長のため、

ハウス内夜間温度は 12℃を保つことが望ましく、夜間温度を下げた管理を行う場合

は、ホルモン処理を行い、安定した着果を図る。 

２）次作以降の対策 

・促成作型では、暖房費がほとんど変わらず単収向上が見込める促成長期どり作型や、

作型を組み合わせる場合は、厳寒期を避ける抑制作型＋半促成作型の組合せなども

検討する。 

・栽植様式は、同一栽植密度の場合、採光性が優れ地温確保が容易な南北畝１条植え



も有効である。 

（３）ぶどう 

・作型が前進化するほど燃料の消費量が増えるので、遅い作型に切り替える。特に、

超早期加温栽培は、厳寒期に開花期を迎えるため、高温管理が必要なことから、被

覆開始時期を再検討する。なお、被覆を遅らせることによって他の作型との作業が

重複しないよう事前に作業管理計画を立てる。 

・休眠打破剤を使用して、萌芽促進を図る。   

（４）き く 

１）温度管理上の注意 

・花芽分化期は、最低温度 15℃以上を必要とする品種が多く、長日処理終了後３週間

以上しっかり加温する。また、温度に対する反応は、品種や植物の状態（温度前歴、

栄養状態）によって異なることをよく理解する。 

・日中の極端な換気は開花遅延につながり、また、栄養成長期間中の低温管理は、消

灯から採花までの期間が長くなり、かえって燃料使用量が多くなるので注意する。 

２）変温管理 

・日変温管理により燃料使用量の節約は可能性であるが、品種によって開花遅延を起

こすので注意する。 

（５）バ ラ 

１）局所加温 

・ハウスは全体を温めるのではなく、局所的に株元のみを加温することで、採花本数

の増加、開花日数の短縮につながる。ただし、気温が低くなると品種により花弁の

傷み、黒ずみが発生するので注意する。 

 

※より詳細の情報については 

「施設園芸省エネルギー生産管理マニュアル」（農水省）を活用ください 

詳しくは下記ホームページをご覧ください  

ＵＲＬ: https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-113.pdf 
 

※栃木県では、農業資材・燃油・肥料・飼料の価格高騰に係る農業者への支援策の情報提

供と相談窓口を設置しています。 

詳しくは下記ホームページをご覧ください。 

ＵＲＬ：https://www.pref.tochigi.lg.jp/g01/koutoutaisaku.html  

 

 


